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ッナングすると,欠陥部分では電十一正孔の再結合が起こり,光溶解が抑制されるた

れその部分が溶け残り,欠陥の検出ができることになるし)

光電気化学エッチングは,また,半導体表面の微細加工にもノノい｢jされているl…)u

光源としてレーザービームを用い,さ㌣尊体′電極表面に干渉コントラスほつくることで,

ホログラフィツクグレーーティングを作成することができる｡その詳しい考矧ご上,1)lcskov仁→

に上ってなされ,CdSe,Il､Sc,GaAsなどへの応用が検討されている=)し)

私たちはこれまでに､CdSeなどのⅠ卜VI族化合物半導体の光電気化学エッチン

グサイトについて電子顕微鏡観察を中心に詳細に検討し､結晶粒構造に依存した特

徴的なエッチング選択性を示すことを報告している(-結晶粒表面には結晶配向性に依

存したサブミクロンのエッチピットが形成されるとともに､エッチング時の電極電位に依

存して､弱いアノード分極下では粒界が板状に解け残るのに対して､強いアノード分

極下では反対に選択的に溶解するという興味深いエッチング選択性を見出している15

･lり)〔,この粒界部のエッチングサイト選択性は粒界部に存在する空間電荷層が重安な

役割を果たしていると考えられる｡したがって､光電気化学エッチングサイトの選択性

を検討することにより､電子機能性セラミックスなどにおいてヰ)重要とされる粒界部の構

造に関する情報が得られることが期待される｡

本研究では､まずC〔1Se焼結体をモデル物質として､粒界部の光電気化学エッチ

ングサイトの選択性を詳細に検討し､エネルギーバンド構造との関係について考察し

た｡次に､代表的な粒界機能型電子セラミックス素子であるSl･r~11iO〕パリスクーーの光電

気化学エッチングサイト選択性を調べ､その粒界梢造について検討した0また､粒界

部の空l甘亀荷層がその機能発現に重要な役割を果た-1j→Zl-(〕ガスセンサーについて

も光′電気化学ニLツナング処理をこにない､センサし｣杵性に及ばす効果について棟討

した｡
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本報告書は平成7年及び8年にわたり交付された文部省科学研究費補助金基

盤研究(C)｢光電気化学的手法を用いた半導体表面加工｣(課掛番号()7(う5し)

781_)の研究成果をまとめたものである｡

研究代表者等は､これまでにC〔lSe､CdSなどのIトVl族化合物半導体電極の

光電気化学エッチングサイト選択性についてに表面形態観察を中心に検討して

きた結果､結晶粒構造に依存して特徴的なエッチングパターンが形成されるこ

とを見いだしてきた｡特に粒界部においてはエッチング時の電極電位に依存し

て選択的に解け残ったり溶解したりする興味深い現象を見出し､これをエネル

ギーバンドモデルと関連イ引ナて考察してきた｡ところで､パリスクーーやガスセ

ンサーなどの半導体電子セラミックス素子の機能発現には粒界部のエネルギー

バンド構造が重要な役割を果たしていることが｣二くしられている｡したがって､

それら電子セラミックス素子の光電気化学エッチング選択性を調べることは､

粒界部の構造を調べるのに有用であるとともに､このエッチング法を表面処理

として用いることにより特性改善効果も期待できる｡本研究では､まず､C(lSc

をモデル物質として､粒界部の光電気化学エッチングサイトについてより詳し

く検討した｡さらに代表的な粒界機能型セラミックス素子であるSl∴I｢iO〕バリス

ターおよびZl-0ガスセンサーの光電気化学エッチングに上る粒偶造観察をおこ

ない､後者については素子機能に及ぼす効果についても検討した｡
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研究代表者 杉捕 隆


